
病院再開発基金へのご寄附のお願い

た
、
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ

っ
た
際
に
病
院
、
地
域
、
国
の
感

染
症
対
策
を
担
う
、
次
世
代
の
感

染
症
専
門
家
の
育
成
も
私
た
ち
の

大
事
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ

ら
の
目
標
実
現
の
た
め
に
、
阪
大

病
院
感
染
症
内
科
に
は
全
国
か
ら

●詳しくはこちらを   
　ご覧ください

　
今
年
７
月
か
ら
本
院
の
感
染
症
内
科
が
入
院
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
い
専
門
性
を
持
つ
医
師
が
、
肺
炎
、
尿
路
感
染
症
な
ど
の
一
般
的
な

感
染
症
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
疾
患
、
海
外
帰
国
後
の
感
染
症
、
性
感
染
症
な
ど
様
々
な
感

染
症
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
外
来
な
ど
の
外
来
機
能

も
強
化
い
た
し
ま
す
。

「
ワ
ク
チ
ン
外
来
」な
ど
機
能
も
強
化

　

感
染
症
内
科
は
昨
年
７
月
に
本

院
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
診
療
科

で
す
。「
感
染
症
内
科
」
と
い
う
診

療
科
は
あ
ま
り
聞
き
覚
え
が
な
い
、

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
当
科
は
、
感
染
症
が

疑
わ
れ
る
方
の
診
断
や
、
感
染
症

と
診
断
さ
れ
た
方
の
治
療
を
行
う

診
療
科
で
す
。
感
染
症
で
は
、
発

熱
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
様
々

　

令
和
７
年
運
用
開
始
予
定
の
「
統
合
診
療

棟
」
の
建
設
工
事
は
い
よ
い
よ
建
物
躯
体

と
な
る
鉄
骨
の
柱
が
地
上
に
立
ち
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
狭
い
作
業
エ
リ
ア
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
固
定
式
の
タ
ワ

ー
ク
レ
ー
ン
が
２
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
レ
ー
ン
運
転
室
の
高
さ
は
地
上
48
㍍
。

腕
を
伸
ば
す
と
地
上
１
０
０
㍍
に
な
り
ま

す
。
支
柱
の
中
に
は
運
転
室
ま
で
の
長
い

は
し
ご
が
あ
り
、運
転
手
は
日
々
こ
の
は
し

ご
を
昇
り
降
り
し
ま
す
。
運
転
室
に
は
ト

イ
レ
や
空
調
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、何
回

も
行
き
来
せ
ず
毎
日
長
い
時
間
続
け
て
作

業
が
で
き
ま
す
。
効
率
が
ア
ッ
プ
し
て
ど
ん

ど
ん
建
物
が
上
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

な
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

と
き
に
診
断
が
困
難
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
と
き
に
ま
れ
な

病
原
体
に
よ
る
感
染
症
や
抗
菌
薬

に
耐
性
を
示
す
細
菌
に
よ
る
感
染

症
な
ど
、
治
療
に
難
渋
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
科
は
、
こ
の
よ

う
な
診
断
困
難
・
治
療
困
難
な
感

染
症
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
う

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
ま

日
本
有
数
の
感
染
症
専
門
家
が
集

い
、
日
々
診
療
や
研
究
・
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
７
月
に
は
当
科

で
の
入
院
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

感
染
症
は
外
来
治
療
だ
け
で
は
十

分
で
な
い
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
他
の
病
気
で
治
療
中
の

方
が
突
然
、
感
染
症
に
罹
患
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
に
、
入
院
診
療
に
よ
っ
て

最
適
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

こ
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
他
の
診
療
科
で
治
療

中
の
患
者
さ
ん
が
感
染
症
に
罹
患

し
た
場
合
で
も
、
当
科
が
主
科
と

し
て
、
ま
た
は
他
の
診
療
科
と
連

携
し
て
治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
患

者
さ
ん
が
多
角
的
な
視
点
か
ら
の

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
良
い
医
療
が
提
供
可
能
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
今

な
お
全
世
界
で
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
院
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
に
お

い
て
も
、
大
阪
府
内
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
当
科
も
本
院
に
入
院
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
さ
ん
の
診
療
に
も
関
わ
り
、
感

染
症
対
策
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
は
治
療
だ
け
で
な
く
予

防
も
重
要
で
す
。
私
た
ち
は
感
染

症
内
科
外
来
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン

外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
海
外

渡
航
前
、
臓
器
移
植
前
後
な
ど
ワ

ク
チ
ン
を
必
要
と
す
る
方
の
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
は
一
人
ひ
と
り
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
関

わ
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
し
、
耐
性

菌
対
策
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
治
療

だ
け
で
な
く
、
広
い
視
野
で
感
染

症
対
策
を
考
え
て
対
策
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
厄
介
な
相
手
で

す
。
私
た
ち
阪
大
病
院
感
染
症
内

科
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

健
康
を
守
る
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
み
な
が
ら
、
吹
田
市
、
大
阪
府
、

そ
し
て
日
本
全
体
の
感
染
症
対
策

に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
公
立
私
立
大
学
附
属
病
院

医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

令
和
５
年
度
国
公
私
立
大
学
附

属
病
院
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
６

月
１
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
全
国
の

大
学
病
院
の
職
員
等
に
対
し
て
医

療
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を

提
供
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
の

後
援
を
得
て
平
成
16
年
か
ら
大
阪

大
学
が
毎
年
主
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
事
務
職
員
な
ど
、
計
５
２

９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
来

年
４
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た

外
科
の
取
り
組
み
、
薬
剤
師
の
協

働
に
よ
る
大
学
病
院
と
地
域
の
連

携
、
安
全
な
手
術
医
療
や
鎮
静
管

理
、
電
子
カ
ル
テ
ア
ラ
ー
ト
の
適

切
な
実
装
、
患
者
に
寄
り
添
う
看

護
な
ど
、
臨
床
現
場
の
課
題
解
決

の
実
践
例
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
国
内
外
で
注
目

さ
れ
て
い
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
理
論
に
基
づ
き
、

臨
床
現
場
の
個
人
、
部
門
、
組
織

の
間
の
相
互
作
用
に
着
目
し
、
よ

り
安
全
に
な
る
よ
う
に
先
行
的
に

シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
る
こ
と
の

重
要
性
を
、
事
例
分
析
の
プ
ロ
セ

ス
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
を
通
じ
て
新
し
い
知
識
や
活
動

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
好
評
で
し
た
。

工事を支える２基の工事を支える２基の
タワタワーークレクレーーンン

私
た
ち
の
隣
に

と
て
も
感
染
症
に
弱
い
方
が
お
ら
れ
ま
す

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

大阪大学「ワニ博士」

こ
の
病
院
に
は
、
病
気
や
治
療
に
よ
り
免
疫
力
が
落
ち
た
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

待
合
室
で
の
あ
な
た
の
隣
の
、
向
か
い
の
患
者
さ
ん
が
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
正
し
い
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
拡
散
の
可
能
性
を
下
げ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オンラインで開催したセミナーの様子

タワークレーン
・中央の赤白のものがタワークレーン。
・運転席の高さは支柱（マスト）7本を継ぎ足して 
　台座から約48mの高さ。
・つり上げる腕の部分（ジブ）を一番上部に上げる
　と全体の高さは約100m。

簡易トイレ

運転席

運転室へはしごで登る様子

感染症内科で を開始療診入院
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　外科系科部門長を拝命いたしました消化器外科長の江口英
利です。本部門は心臓血管外科、呼吸器外科、消化器外科、
乳腺・内分泌外科、小児外科という外科手術担当の５診療科
と、手術や検査などによって患者さんから採取された臓器・
組織を顕微鏡などで診断する病理診断科の合計６診療科で構
成されています。阪大病院が誇る高度で先進的な外科医療を
提供するために、外科系科部門のそれぞれの診療科が協力し
ながら、各専門分野における最新かつ安全な医療を実践し、
患者さんの立場に立った診療を心掛けてまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。　　　　  （令和５年8月26日就任）

江
え ぐ ち

口 英
ひ で と し

利

●外科系科部門長

新 診 療 科 長 等 ご あ い さ つ

　本院は、良質な医療を提供すると共に、医療人の育成と医
療の発展に貢献するという使命を果たすべく、令和７年春
の運用開始を目指し病院再開発事業を行っています。本事
業には大学病院でしかできない臨床医学研究・開発など将
来の医療に必要な部門の整備も含まれています。
　診療機能・未来への医学の研究開発機能のさらなる充実
を図るため、今般、「大阪大学医学部附属病院再開発基金」を、
大阪大学未来基金に立ち上げました。再開発のコンセプト
は、“Futurability待ち遠しくなる未来へ。”です。何卒、本事
業の趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りますようよろし
くお願いいたします。

マスク着用のお願い

　新型コロナウイルス感染症対策
としてのマスクの着用の考え方が
見直され、令和５年３月13日から
マスクの着用については屋内・屋
外にかかわらず個人の判断に委ね
られることになりました。
　ただし、病院や高齢者施設など、
重症化リスクの高い高齢者や基礎
疾患のある人が周りにいるときに
は、普段よりも感染を広げないた
めの配慮が必要です。
　厚生労働省も病院や高齢者施設
についてはマスク着用の推奨を継
続しており、本院でも当面の間は
院内のスタッフ、患者さん、ご家
族など全ての方にマスク着用をお
願いしております。
　社会が感染対策の緩和に向かう
中でマスクの着用についても、個
人の考え方を尊重すべき段階に来
ていますが、病院内は感染すると
重症化しやすい方が多くいらっし
ゃるため、引き続きのマスク着用
にご協力をお願いいたします。



　9月19日にお
口の健康とがん
治療について、
大阪大学歯学部
附属病院の歯科
医師による講演
を行いました。
参加された方か
らは「普段なか
なか聞けない事
や知らない事を学ぶことができて良かった」などのお声をい
ただきました。次回は12月に「自分でできる体力づくり」をテー
マに、理学療法士、作業療法士による講演を開催予定です。

　肌に優しいタオ
ル生地の手作り帽
子をご寄附いただ
きました。患者さ
んには好みの帽子
を選んでいただけ
たらと思います。
箕面婦人会からは
平成21年よりタオ
ル帽子のご寄附を
いただいておりま

したが、先方のご事情により今年で最後になるとのことで
す。これまでのご寄附に感謝申し上げます。

PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

材
料
部

「第25回阪大病院がんサロン」を
開催しました。

箕面婦人会からタオル帽子106枚
をご寄附いただきました。

　今回の竹原病院長おすすめ御膳は夏らしくカラフルに！をテーマに、
パエリアやガスパチョをメインとした色鮮やかな洋風料理を提供しま
した。「病院でパエリアが食べられるとは！美味しかった」「見た目が
すごく良くて写真を撮って家族に送った」「彩りが良くて食欲が湧きい
つもより食べられた」など嬉しい声が多数寄せられました。本院では
毎月の行事食や年に４回のおすすめ御膳を実施しています。患者さん
から“入院中の楽しみの一つは食事だ”とよくうかがいます。これから
も患者さんに病院食を楽しんでもらえるよう栄養管理室一同取り組ん
でまいります。

　入院患者さんを対象に病院食アンケートを実施しました。
食事の満足度については、一般治療食では86％、特別治療
食では87％の方から『満足・やや満足・普通』と回答いただ
きました。
　また、特別治療食の方へ「改善した方が良いと思われるお
かずとその理由」についてうかがったところ、「魚の風味が
物足りない、回数が多い」「酢の物の酸っぱさが足りない」
「野菜が硬い」等、幅広く具体的なご意見が寄せられました。
また、「バラエティに富んでいる」「手間をかけて工夫されて
いる」等の嬉しい感想もいただきました。貴重なご意見を基
に今後も検討し、「自宅でも作りたい、食べたい」と思って
いただけるような食事を目指して取り組んでまいります。

一般治療食 特別治療食

満足
やや満足
普通
やや不満
不満

37％
27％

22％

1％4％

9％

1％3％

39％22％

26％

9％

無回答

竹原徹郎病院長おすすめ

夏のカラフルメニュー
食事の満足度

病院食アンケート
結果報告

・パエリア
・カレイとそら豆の

　　     バジルバターソースかけ
・ガスパチョ

・マリネ
・金魚ゼリー

メニ
ューの一例

ク
、
薬
物
療
法
、
低
侵
襲
手
術
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
め
ざ
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

痛
み
の
心
理
的
側
面
に
注
目
し
た

心
理
学
的
治
療
な
ど
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
産
科
と
連
携
し
、
麻
酔

科
主
導
に
よ
る
24
時
間
体
制
の

「
無
痛
分
娩
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
(現
在
は
新
規
受
け
入
れ
を
停

止
中
)。
無
痛
分
娩
の
ニ
ー
ズ
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
病
棟
に
お

け
る
無
痛
管
理
、
週
一
回
の
無
痛

分
娩
外
来
、
月
二
回
の
無
痛
分
娩

教
室
な
ど
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
院
は
全
臓
器
移
植
の
認
定

施
設
で
も
あ
り
、
移
植
を
待
つ
患

者
さ
ん
の
全
身
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
医
療
機
関
で
ド
ナ
ー
が
発
生

し
た
場
合
は
麻
酔
科
医
が
出
向
し
、

臓
器
の
摘
出
か
ら
移
植
ま
で
の
臓

器
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
科
は
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者

さ
ん
の
病
態
や
症
状
に
合
わ
せ
て
、

安
全
に
最
大
限
配
慮
し
た
診
療
を

行
な
っ
て
お
り
、
地
域
医
療
機
関

へ
の
人
員
派
遣
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
で
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力

し
て
い
ま
す
。

循
環
機
能
を
確
保
し
、
全
身
状
態

を
最
適
に
保
つ
こ
と
で
す
。
難
易

度
の
高
い
、
心
室
補
助
循
環
装
置

植
え
込
み
術
、
先
天
性
心
奇
形
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、
経
カ
テ
ー
テ
ル

的
大
動
脈
弁
置
換
術
な
ど
の
ほ
か
、

重
症
・
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
な
ど
の

麻
酔
管
理
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
局
所
麻
酔
薬
だ
け
で
は
除

痛
の
効
果
が
続
か
な
い
三
叉
神
経

痛
に
対
す
る
三
叉
神
経
痛
節
高
周

波
熱
凝
固
法
に
お
い
て
は
、、
苦
痛

の
伴
わ
な
い
全
身
麻
酔
を
併
用
し

実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

「
術
前
外
来
」
で
は
、

手
術
前
の
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
に
対
し
て
麻
酔

に
関
す
る
説
明
を
行

い
、
障
害
と
な
る
問
題

点
の
有
無
な
ど
を
確
認

し
た
う
え
で
、
同
意
書

に
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
で
は
、
外
傷
後
の

慢
性
疼
痛
や
難
治
性
疼

痛
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
、
外
来
ま
た
は
入
院

に
よ
る
、
神
経
ブ
ロ
ッ

藤野裕士　麻酔科長

　

麻
酔
科
は
手
術
に
お
け
る
全
身

麻
酔
な
ど
の
印
象
が
強
い
よ
う
で

す
が
、
患
者
さ
ん
の
「
周
術
期
(
術

前
〜
術
後
)
全
身
管
理
」
と
疼
痛
緩

和
を
業
務
と
し
て
お
り
、
現
在
、

「
麻
酔
管
理
」「
術
前
外
来
」「
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」「
無
痛
分
娩
」
の

４
診
療
体
制
で
診
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
麻
酔
管
理
」
と
は
、
患
者
さ
ん

が
手
術
の
痛
み
な
ど
を
感
じ
な
い

よ
う
に
調
整
し
な
が
ら
、
呼
吸
や

麻
酔
科

安
全
に
配
慮
し
た
麻
酔
管
理
と
疼
痛
緩
和

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ

い
た
一
次
洗
浄
を
廃
止
し
、
材
料

部
で
一
元
化
し
て
業
務
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
院
内
す
べ
て
の
医
療

機
器
の
洗
浄
滅
菌
業
務
を
担
う
材

料
部
は
、
い
わ
ば
本
院
の
イ
ン
フ

ラ
と
も
い
う
べ
き
重
要
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
部
長
、
副
部
長
、

第
一
種
滅
菌
技
師
の
技
術
職
員
と

特
任
技
術
職
員
各
１
人
で
、
再
利

用
可
能
医
療
機
器
の
洗
浄
、
消
毒
、

滅
菌
業
務
に
は
外
部
委
託
の
社
員

約
60
人
、
１
回
だ
け
使
用
す
る
医

療
機
器
の
物
流
業
務
の
発
注
か
ら

在
庫
管
理
ま
で
の
業
務
に
は
外
部

委
託
の
社
員
17
人
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
年

間
の
軟
性
内
視
鏡
の
洗
浄
消
毒
本

数
は
２
万
本
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

洗
浄
業
務
は
加
圧
し
た
水
流
噴

射
に
よ
っ
て
汚
れ
を
除
去
す
る
、

大
型
洗
浄
器
の
ウ
オ
ッ
シ
ャ
ー
デ

ィ
ス
イ
ン
フ
ェ
ク
タ
ー
の
他
、
減

圧
下
の
低
温
で
洗
浄
器
内
を
沸
騰

さ
せ
、
水
流
噴
射
が
届
き
に
く
い

部
分
ま
で
洗
浄
で
き
る
減
圧
沸
騰

式
洗
浄
器
、
さ
ら
に
、
微
細
な
隙

間
の
汚
れ
を
除
去
す
る
超
音
波
洗

浄
器
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

滅
菌
業
務
で
は
、
金
属
製
の
医

療
機
器
に
は
飽
和
水
蒸
気
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
微
生
物
を
殺
減
す
る

蒸
気
滅
菌（
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
）、

熱
に
弱
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

機
器
に
は
低
温
蒸
気
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
滅
菌
や
過
酸
化
水
素
ガ
ス

　

医
療
機
器
に
は
一
回
し
か
使
用

で
き
な
い
も
の
と
、
洗
浄
と
滅
菌

を
行
い
複
数
回
使
用
す
る
も
の
が

あ
り
、
安
全
に
繰
り
返
し
使
用
す

る
た
め
に
は
衛
生
面
で
の
安
全
性

を
確
保
し
な
が
ら
効
率
よ
く
洗
浄

滅
菌
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
本

院
材
料
部
は
、
院
内
の
医
療
機
器

の
調
達
業
務
と
洗
浄
滅
菌
業
務
を

担
う
た
め
１
９
７
１（
昭
和
46
）年

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
４
月
か
ら
は
軟
性
内
視
鏡
の
洗

浄
消
毒
業
務
、
２
０
０
９
年
４
月

か
ら
は
従
来
各
部
署
で
実
施
し
て

プ
ラ
ズ
マ
滅
菌
を
用
い
て
高
品
質

の
滅
菌
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
異
な
り
、

院
内
で
の
洗
浄
や
滅
菌
に
つ
い
て

は
法
的
な
規
制
が
な
く
、
日
本
医

療
機
器
学
会
が
発
行
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
っ
て
各
病
院
が
自
主

的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
同
等

の
安
全
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る

か
が
課
題
で
す
。
そ
こ
で
本
院
は

国
内
外
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が

取
得
し
て
い
る
医
療
機
器
の
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
国
際
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
５
：
２
０
１

６
の
審
査
を
受
け
、
２
回
目
の
挑

戦
で
２
０
２
３
年
６
月
に
国
内
の

病
院
で
初
め
て
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。
認
証
取
得
に
よ
っ
て
注
目

が
集
ま
り
、
見
学
者
も
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
維
持
審
査
と

更
新
審
査
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２

５
年
の
統
合
診
療
棟
へ
の
移
転
時

に
も
認
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
国
際
規
格

に
準
拠
す
る
安
全
性
と
信
頼
性
の

高
い
洗
浄
滅
菌
体
制
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
本
院
で
の
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医療機器を調達、滅菌洗浄
国際規格ISO13485も取得

今年６月に材料部が取得
した国際規格 ISO13485
の認証書

国内病院
初

　９月1、３日の
両日、世界的な
小児がんの啓発
活動である「グ
ローバルゴール
ドセプテンバー
キャンペーン」
の取り組みの一

環として、2023関西学生アメリカンフットボールリーグ
公式戦のハーフタイム（ナイター）に、観客らがスマホの
ライトを空へ掲げ本院に入院中の子どもたち等に向け「光
のエール」が送られました。また、10月4日には、各大学の
主将が応援メッセージを記したボールが小児医療センター
に届けられました。

「光のエール」と「応援メッセージ」を
子どもたちに
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